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トルコ語『観音経』写本の研究続編

Quans“i一　’im　pusarとQπαπ就一伽bodistv

小　田　二二

は　じ　め　に

　本稿は本誌34号（1991）に発表した「トルコ語『観音経』写本の研究」［小田1991］の

続編である。さきにA，B，　C，　D，　E，　Fの6写本を紹介し，2系統のトルコ語訳を推測し

た。その後，1994年にベルリン・ブランデンブルク科学アカデミーのシンポジウムにおい

て，“AFragment　of　the　Uighur　AvalokiteSvara－SUtra　with　Notes”（Juten　Oda：229－

243）と題して上記のF写本について報告しだ〉。そのとき当該研究所に所蔵される未発衰

写本の研究を許された。帰途にロシアのサンクトペテルブルクに立ち寄り，上記A写本を

点検する機会をえた。ついで1996年にアンカラでトルコ言語学会があって，“Kuansi－im

Pusar　ve　Kuan§i－im　Bodisatav　ttzerine”と題して上記の未発表写本を含めて概要を述べ

た2）。漢語「観世音菩薩」に対応するトルコ語にQ照競一写規Pusar（Kuan§i－im　Pusar）

とQπα競一’im　bodistv（Kuan§i－im　Bodisatav）の2系統があり，第1訳と第2訳を識別

する用語とみなしてよいことを論証した。そして東京の東洋文庫に収納されたサンクトペテ

ルブルク資料のマイクロフdルムより断片の1点を第2訳に加えることができた［梅村ほか

2002：92，SI　Kr．1工ll／1（R33／375－378）］。いまだトルコ語の両訳の復元は不十分であ

り，とくに第2訳はせいぜい50％にすぎない。しかしながら筆者はこのあたりで一応の区

切りをつけて，テキストの復元とトルコ雷語文化史の側面に言及して課題を提起したい。

　なお2005年にユーラシア文化研究センター（羽田記念館）で行われた第23回研究会で，

ブランデンブルク科学アカデミーのツィーメ（Prof．　Dr，　Peter　Zierne）氏によって，

1）　Turfan，　Khotan　und　Dunhuang：　Vortrage　der　Tagung　，，Annernarie　v．　Gabain　und　die

　Turfanforschung“，　veranstaltet　von　der　BerlinwwBrandenburgischen　Akademie　der

　Wissennschaften　in　Berlin　（9．　一12，　12．　1994）．　Herausgegeben　von　Ronald　E．　Emmerick，

　Werner　Sundermann，　lngrid　Warnl〈e　und　Peter　Zieme．

2）　eqUncU　Uluslar　Arasi　Tifrk　Dili　Kurultayi　1996，　TUrk　Dil　Kurumu，　Ankara　（Turkey）．

　（第3回国際トルコ書語集会，発表：9月24日）。
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“Uighur　Versions　of　the　Lotus　Sutra　with　Special　Reference　to　AvalokiteSvara’s　Trans－

formation　Bodies”と題して，ベルリン所蔵のトルコ語法華経断片についてこれまでに同

定された資料の概要が報告された3＞。観音経を除く法華経トルコ語訳の断片資料の言語的特

徴からも，2系統の翻訳を推測することができる4）。さらに百濟康義氏の発見と研究になる

トルコ語『妙法蓮華経玄翁』（大正蔵経No。1723）に含まれる法華経原典のトルコ語訳との

関連も今後の課題である［外野1980；1983；i990］。ただ2訳の平行箇所を比較できるほど，

資料は充足していない。残存資料のより豊かな観音経トルコ語訳の研究を優先させることが

差しあたって璽要に思われる。

1 トルコ語文の復元

　まずテキスト資料の充足は先の6写本に加えて18断片，総計24点となり，内1点は版本

の断片である。以下に表示する。テキスト資料の記号は以後表示のように行う5）。

番号　テキスト記号文書所蔵記号

ベルリン本

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4

Bl（翻B）

B2（旧C）

B3　（1ff　D）

B4

Bs

B6

B7

B8

Bg
B　le

B　11

B正2

B　13

B　14

現荏不明TIIY　10，18

1vlainz　733　TIIY　32，　39，　60

Mainz　289　TIIY　54　a

U　5095　T　III　T　540

U　5063　TIII　M　115，　508

U　2267　TI　640

U　5038　T　II　Y　63

U　4834　TI

（J　4837　T　1　605

U　5050　TIII　273，　509

U　3072　T　II　Y　14

Ch／U　7010　T　II　1715

U　5127

U3G95T王IYI7，500

形式　　行数基準行番号（大蕉行）

子
子
子
子
子
蘂
子
子
子
子
葉
本
本
葉

巻
巻
巻
巻
巻
翼
巻
巻
巻
巻
貝
写
写
貫

61　75－148　（57a5－57　b　16）

61　7－70，　92－114　（56c5－57　a　27）

　　11　143－152　（57b14－19）

　　8　1－4　（56c2－5）

　　15　14－30　（56c7－16）

rsv5　109－115　（57a25－27）

　　i4　118一　132　（57　a　29　一b　9）

　　7　171－178　（57b5－6）

　　11　172－184　（57c6－14）

　　13　［1－81　（56c2－6）

r7v7　［27－39］　（56　c　14－21）

　　5　［96－100］　（57a17－19）

　　7　［108－1111　（57a24－26）

r6v6　［113－116］　（57　a27－29）

分類　出版（選］版）

至Mtt圭夏er　l910

1　Tel〈in＄　1960　（c）

1　Tekin＄　1960　（d）

I　D呈gi土ales　Turfan

I　Digitales　Turfan

至　Digitales　Tur鉛n

至　Digita圭es　Turfan

玉　Digita里es　Turfan

I　Digitaies　Turfan

II　Digitale＄Turfan

II　Digitales　Turfan

II　Digitales　Turfan

II　Digitales　Turfan

II　Digita｝es　Turfan

3）　ll　n一ラシア吉語文献の文献学的研究』NE　WSLETTER　No．　13（2005／9／22）参照（http：／／

　www．　hmn．bun．kyoto－u．ac．jp／eurasia／）0

4）　たとえば，U1511（XXIV．　chapter：T262，　Vo1涯X，55　c　5－18，　Zieme　2000）は第1訳，　XV．

　一XVII　chapter：　27　Fragments　of　the　Berlin　Turfan　Cellection　belonging　to　the　V．　scroll　：

　（U　3169，　Mainz　281，　U　3162，　U　2615　一t－U　2557　｛一U　3516，　U　3549　十U　2377　十U　3300　a，　U　2760

　（＝＝　U2274），　U　3304十U　3300　b，　U　3321　a，　U　2770，　U　2427，　Mainz　508，　Mainz　366，　U　3297，　U

　3294，U3301，　U　3314＋U　2422，　Mainz　261，　U　2674，　U　3173，　U　2278）は第2訳に相当する

　［Zieme　2000］0

5）　旧A，B，　C，　D，　E，　F：小田1991参照。なお，　B　1（旧B）は原本所在不明のためにMUIIer　1910，

　Uigurica　R．3：14－20を参照する。



15　B15

16　B16

17　B17

18　B18

19　BI9

20　B2e
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U　3a29　a　T　II　Y　64，　500

Mainz　805　TII　M　189

Mainz　286　TII　S

U　2121

U　5124

U　4893　T　II　935

サンクトペテルブルク本

　21　Sl　（IE，1　A）　SID2

　22　S2　SI　Kr，　II　II／lrv

所在不明本

　23　H　G［’1　E）　Tachibana　L“tT’．X，S｛

　24　0　（lff　F）　　　1鷹心素＝文所蔵

葉
刷
本
葉
本
本

翼
印
写
貝
写
写

r7v7　［129－137］　（57　b　5－10）

　23　［131－139］　（57b7－13）

　12　［126－181］　（57c8－13）

r4v3塚く琢ヨ

5　［114－116］　（57c28－29）

6不明

巻子　　　　　237　　1－229　（56c2－58　b　7）

興葉r14v14［81－100］（57　a　10－23）
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II　Digitales　Turfan

II　Digitales　Turfan

II　Digitales　Turfan

II　Digitales　Turfan

豆I　D三9三tales　Turfan

II　Digitales　Turfan

1　Radloff　1911

H　本誌蟹版2

貝葉r21v22［45－68］（56　c　22－57　a　4）　　Il　Haneda　1915

巻子　　　　　78　［93－128〕　（57a14－57　b　6）　　　H　　Oda　l991

　上記テキスト資料記号に基づく24点によりテキスト復元の結果，2系統のトルコ語訳を

再構成することができる。漢語「観世音菩薩」に対応するトルコ語にQπαη甑伽餌8αγと

Q国軍レ伽bodistvの2系統があり，第1訳と第2訳を識別する用語とみなしてよいこと

について，少しく詳述する。第1訳とするサンクトペテルブルク資料S1写本は首尾を備え

る完本に近いものである（図版1はその巻町部分）。その他のQ繊漉一’im　Pusar（観世音菩

薩）の用語を含む断片資料も，同型異写本と考えて誤りない。先回（1991），Sl（A）写本

のほかBl（B），　B2（C），　B3（D）の3写本がそれにあたると同定した。今pa　B4からB9

の6写本もこれに属することを確認した。ただ漢語本の偶文にあたる部分は新たに見つから

なかった。残念ながら，S1写本の偶文部分における欠落について何らの示唆をうることは

できなかった。次に第2訳と目されるQ襯漉づ解bodistv（観世音菩薩）の編諾を持つ断

片資料について現存第1訳本に比べて不十分で，しかもいくつかの断片群から構成される。

B12，　B13，　B14，　B19，　S2と0写本の6写本及びB15（写本）とBI6（版本）の2本

はそれぞれ重なり合うところがあり，各同訳系統のテキストに違いないが，他の断片（B10，

B11，　B　17，　B　18，　B　20）も，「観世音菩薩」に対して“kb’rgdli　drklig　quans“i一’im　bodistv”

〈観想する力ある観世音菩薩〉と共通する万世を持つことから，これらが同系統の翻訳に属

する可能性はたかい。疑問が起こらない限り，以上は第2訳の同訳異本と仮定しておきたい。

なお第2訳において以前に発表した0（F）写本に錯簡のあることに気づいた。梁明文旧蔵

の巻子に装丁しなおされたとき，一部断片が不正確に組み入れられた結果である6）。他の写

本との照合によって明らかになった。

6）F写本［小田1991：21］の［13］31一〔19］37（図版B部分）の行末一部にあたる断片。
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ll　テキストの特徴

　すでに知られるように，第1訳の冒頭題名の一一部が惜別の蔵経洞出土品である大英図書館

Or．8212（122）に書かれている7＞ので，第1訳の成立は少なくとも10世紀にさかのぼる。

一一福P330年の雲南遠征祈願文に韻文化された詩行の語句は第2訳の引用にちがいない

［Hazai　1970；小田1984；Zieme　1985：121－i26（Text　20）3。またベルリン資料にヤルホト

（Y），ムルトゥク　（M）及びセンギム（S）などの出土記号がある。つまり10世紀から14

世紀にいたるトルファン地方そして敦燈や中国内地のトルコ語を話す人びとの間に流通した

仏教文献である。第1訳と第2訳のトルコ語資料について分析検討することは，トルコ語仏

教文献の警語文化史研究に道を開く璽要な課題であると考えている。たとえば，第1訳の

S1写本はk6r一くみる〉の使役形にk6rgit一〈示す，現す〉を使っているが，他の第1訳写

本（B1，　B2，　B3，　B　7）はhb’rtgdir一〈見せる，示す，現す〉であって，上記の蔵経洞出土品

もそうである。後者h6rtgabr一の語形は，エルダルの『古トルコ語の単語形成』［Erda11991：

750　一　751］によれば，ほとんどの用例はマ吐乳文献である。仏教文献では，寡聞ながら，ソ

グド文字仏教文献（Gabain　1976，　XVa：Mainz　433　v　2；Fedakar　1994：Mainz　309　A　165

（3））などのほか，八陽経初訳本とこの経典写本を含む法華経，および弥勒下生経類本

（Maitrisimit）8）などいくつかに在証があるにすぎない。次にこの経典に出典頻度の高い

qurtul一～qutrul一とqutγar一についてエルダルはkutrul一（qutrul一）〈救われる〉（OTWF

（9）：667）とkutgαr一（qutγαr一）〈救う〉（OT；VF（II［）：735）の項目をたてて，多くの例

証を挙げる。解語の語源はleutur一〈限界を超える〉と想定する。この見解はハミルトンの

解釈に通じ，qurtul一（Hamilton　l986：（豆）237）をqutrul一の斜位転換とし，　qurtγar一を

qutγar一の変化とする。労われの観音経トルコ語訳によれば，第1訳ではqurtul一，第2訳は

qutrul一でなければならない。つまり後者が音位転換であると私はみたい。後者の語形は第

1訳に属する。そこでいわゆるウイグル文字の字母や文法的接辞に範囲を広げて，写本・版

本資料を分析検討する。すでに資料の相対的年代を論ずべく，これまでに借用語，正書法や

文法形態などの検討を試みてきた［小田1991：8－14；小田2000：141－1463。

　ここでは集約する形で，第1訳と第2訳を比較表示する。なお，本来第1訳の要素に白○

じるし，第2訳には黒㊨じるしを標識とする。

7）　Hamilton　1986，　Tome　1：　29　（1’）；Tome　II：273　（Or．　8212　（122）　verso：d’une　main　Plus

　Petite）．

8）　Maitrisimitの例は2例のみ：Tekin　1980（1．　Teil）1202（Tafel　80．　verso　9（々zoyγ漉ω漉ωc：y）；

　Geng＆Klimkeit　l988：276（18．　Blatt（？），　recto：18a（？），（3750）20：le6rtgrkrdtim）．ただ

　しチキン研究の鰐象であるベルリン写本には，上記Tafe180と同じ文麓の男il写本Tafe1216　v　8

　で勿γ漉ω漉ωc：y（kirtg蟄ngU6i）とあり，チキンは前者Tafel　80を誤写とみている。
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番号 類別 項際 第1訳 標識 第2訳 標識

（1） 用語 「観世音菩薩」 　　　》　．　　，．
曹浮≠獅盗ｳ一！m　pusar ○ quan話i一’irn　bodistv 麟
（Bl，　B2，　B3，　B4，　B5，　B7，　B9， （B三〇，　B12，　B14，　】315，　B16，

S1） B17，　B19，　B20，　S2，　H，0）

（2） 用語 「菩薩」 bodisvも（B王，　B2，　B5，　S1） ○ bodistv（B10，　B14，　B15，　B16， ⑲

B19，　B20，　S2，　H，0）

（3） 語：鑓 〈示現する〉 k6rtg通r一（B三：27，29，31，33， ○ k6rgiレ（B王3；王；B15：4，10； ⑭

38，40，43，49，　51，54，57，　59； B19：　3；　B20：　6；　0：　33，　38，

132：56，58，60，61；B3：4，8，11； 44，49，54，70）

B7二2，4，6，8，11，12） k6rgid一（B16：7）

k6rg辻一（S1：　104，　106，　108， ⑭

110，　112，　114，　116，　119，　121，

124，　126，　128，　130，　133，　135，

139，141，145，147，150）

k6rgat－G89））

（4） 語彙 〈救われる〉 qurtul一（B1：26，28，30，32，34， ○ qutru董一（811：5；正｛：30） ㈱

39，41，48，50，52，55，58，61；

B2：9，　17，20，27，38，56，57，

59，6ユ；B6：2，5，8；S1：102，

105，　107，　109，　111，　113，　115，

118，　120，　122，　125，　127，　129，

13王，134，137，140，143，146）

qutγu1一，　qurtal《B7：7，9） ？

qutru1一（】B1：44，46；S1：12， ㊥

23，29，41，57）

（5） 語：量 〈能力〉 ardam（B1：1；B2：40；Sl：60， ○ adram（B三5：　i3；B16：　10； ⑱

7】．，149，189，210，215，219） H：34）

（6） 文法 奪格 orn1nta（S王：　4），　amgakinta ○ adat加（H：29）， ㊥
＋dA（n）／＋tA（n）， （S1：12），　yaklarda（B5：13； tl豆taγd1n（0：35），

＋dln／＋tl員 Sl：23），　buqaγuda（B2：27）， nomiardin（0：46）
yav互aqta（B2：38；Sl：54，57），

biligda　（S1：63），　biligdan

（B2：42），biligint哲（Sl：69），

6g｛玉zda（S1：177）

（7） 異格 k6nga1競n（B2：34）， ○ k6ng“lin（H：18，40） 劔

十Un，月n k6ng｛11in（S王：51） 駒

（8） 音韻 音価 asγ（B1二23；B2＝53），aγr（B1： ○
（字母） α／a，i／i 2；B2：3i），　qataγ（B1：12），

sataγ（B2：13，29，30，31，33，

38）

（9） （子音） d／t，S／Z混同 も臼kadin乙siz（0：10）， 翻

utu簸sar（0：8）
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テキストの圭ヒ図表
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9
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玉
2
3
4
5
6
7
8
9
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玉
1
1
1
1
1
玉
1
1
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玉
2
B
B
B
B
B
B
B
B
B
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B
8
B
B
B
B
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1
2
3
4
5
6
7
8
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1
0
1
1
1
2
1
3
1
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1
5
1
6
1
7
1
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1
9
2
0
2
1
2
2
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：上蓑の右％は，資料のIE確度の凹安となる発帝異岡符号つきqと誤って付したテのパーセンテージであり，前者

は100％に近いほど，後者は0％になるほど，書1写の蕉確度がたかいとみるQ

　上表において，10世紀ないし11世紀の翻訳家シンコ・シェリ・トゥトゥングによってト

ルコ語に訳された金光明経ほか，いわゆるウイグル仏教写本一般はqutrul一が通用した。と

ころが，上記の比較表から，qutrul一はqurtul一の三位11f，’paと私はみる。第1訳はqurtut一を

考えねばならない。Bl写：本とS1写本におけるgz｛rtul一とqutrul一の両用はのちの書写に起

困ずると考えられる。また第1訳は勧π高野，第2訳はh6rgitmeと使い分けられている。第

1訳（Sl）がんδ顧疏h6rgtit一であることは書写の後期性を物語るにちがいない。11世紀

のカラハン朝文献　（クタドゥク・ビリグ，　カーシュガリー辞書）　［Arat　1979；Dankoff

1985］では，すでに第2訳のkb’rgit一が一般化している。　h6rtgtir一はみあたらない。

m　結 語

　第1訳と第2訳の間には，閲露語環境に変化のあったことを推測させる。第1訳は文法形態

の奪格＋　dfn／＋tlnはいまだなく，位格＋dA／＋tAの併用が一般的であったことを示す。イ

ンド來源の借用語からすれば，漢語とソグド語の文化的環境のなかで翻訳されたことは薬圃

に述べた。たとえば，天龍八部衆の名称は龍を除けば，主な用語はソグド語形による。この
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語形は初期漢訳経典の音写漢字に対応する。たとえば，大正蔵経197番（康孟詳）によれば，

skt．　gandharva：目溢和kntrv，　skt。　asura：阿須倫asur，　skt．　kimnara：加配羅kαntαr

（lzynntr），　skt．　mahoraga：摩休勒maxurukを仮定することができる。これらの語形は今

のところ，この観音経の第1訳と八陽経の初訳にのみ残る。あるいは四部衆の砒丘・比丘

尼・優婆塞・優婆夷」　に対して，漢語とソグド語の構成からなる“toyi’n伽ηη礁6　uPasi

uPasan6”の慣用は，5ルコ語ウイグル仏教の全期を通して行われた。元朝のモンゴル仏教

揺三期にウイグル仏僧の関与があったように，漢語仏典のトルコ語訳にソグド人の支援が

あったことを推測させるのである。

　第2訳は文法形態の奪as　“　din／＋・tinが現れる。トハラ伸介語形とみられる譜用語も目

に付くようになる（？nacabrscmi＜＜skt．　mahabrahman大梵天，　sα灌侃α面画く＜skt。

sa単cifijaya僧慎爾耶（天大1守軍），　sartavaxi＜＜skt．　sarthavtiha商主，　vaigiravani＜＜

skt。　vaiSravana毘沙門天）。　なおウイグル仏教文献ではほとんど，音位転換したqutr・ul一

（〈qurtul一救われる）及びdclrdim（＜drddim能力）の語彙が一般化するのである。さら

に“妨τg勧面戸gg槻船乞一冨鵤bodistv”〈観想する力ある観世音菩薩〉という表現は広く通

用したらしく，随所に余恵されるところである9）。

　以上資料の充足が必ずしも十分ではないが，2系統のトルコ語が区点原典からの翻訳であ

ることは疑いない。ただ第1訳と第2訳の間にはトルコ語の言語環境に違いがある。第1訳

はより古く，ソグド語やマニ教文献との言語的共通性を有するが，翻訳の年代的設定は容易

ではない。ただ第2訳の時代にも引き続き書写されてきた形跡は写本の語藁にも現れている。

第2訳はウイグル仏教の最盛期に翻訳され，流布したのではなかろうか。醤語的特徴はもと

より，観世音菩薩の33身への示現に関して，詳細な註釈つきであることがそれを物語るよ

うに思われる。ここでは以下に，新たに加えられたサンクトペテルブルク資料S2のトルコ

語転写テキストを，邦訳と漢語原典とを対照して掲載する。

W　サンクトペテルブルク資料S2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例

　漢語原典は大正新修大回纒　巻九：No．262，妙法蓮華経観世膏菩薩普三三第二十五による。下付き

小寧は頁段行数を示し，上付き4桁数字は1000から1305まで，i・ルコ語訳テキストと邦訳の照合のた

めに区割りする。転写テキストの下付き記号はテキスト資料の記号一行数，転写書体のゴチックは破損

欠落の復禿，イタリックは損壊の修復，〈〉は脱落の補墳等である。

9）　庄堰iメヨ2003：　187　（々δ㎎δ薩dirkligαryavgolaidisVvr　bodistv）　ほカ〉；XV童lkens　2007　（Teil　1）：

　132（1270：kb’rgdili　1’rlelig　bodistv）ほか。
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　　なお，ベルリン現存資料はU番号，

できるので，転写掲載も割愛する。

Mainz番号によってDigitales　Tur’fan－Archiveの映像を検索

S　2　：　SH〈r．　II　11／　1　rv　（microfilm　R　33f　375一　378）

［｛｝EXT

recto
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0
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0
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1
　
1
　
1
　
1
　1

OSreV

1
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4
5
6
7
8
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0
1
9
臼
3
4

1
　
1
　
1
　
1
　
1

s2：llo91　tln至γ一隻ar　bUJ炉ans乞9　bo豆maz－iar瓢092αητ

s2、2Uこ薮n　tinlγ一lay　qa狙aγ一un田93　barごa　bo

s2，3　bodistv－qa　umur　1’nar　tutup　atln

s2、4a亀ayu　y繋kUnm圭話krg農k　leg’｛yan農yma

s2，s　alaln6si’z　h6g・tiz　bodistv　ieg5antar　bir

sL，，6　lgigi　bolup：　i’ki　yitmig　1〈olti　gang

s2，7　6ggz　ieintaki　qum　sani’nc’a　bodistv－

s2：s　lar　at’in　atasar　tutsar　：　iegSmunea

s・．，，g　ttinglig　6k　bodistv－tar4a　bir

s2‘且D　a2．un－ta　yigitliik　a際目圭～19Un：

s2，」i　kadg“IUk　tonl’n　ktidirnin　t6＄．ageiui〈

s2、12毛61＜a＞tin　t6≦ak加；igltimig－daki

sL，：　13　ot’in　tirnin　yma　“zUksUz　tapinsar

s2、Mudunsar：且D9了1（Ωng負1一臼ngda　natag　ol：Iogs　bo

s2。垂5圭脳bir　tag　ar種r：且圭⑪轟y鱒Z　ming　tdim（7πhlp～

s・a：　iG　6こ口tar－tti　yip　a＄．ap　t“ktidin6siz

s2，i7　arti　：　iiOS　alqin6siz　kdgttz　bodistv　：　Sie7　bo

s2，is　k6rgtili　arklig　quanbli一’im　bodistv－

sL）：　ig　ning　atl’n　atamlg　iiOS　buyan　adgtl　ql’ll’n6－

s2，・2e　nl’ng　ask’ 秩ei　tusu－s’i　oq　muntar

s2：m　yitin6siz　tutunesuz　ulsuz　tUps“z

s2。22装rUr　tip　yr賎qad茎negalqin己S玉z　k69ttz

s2：23　bodistv　yana　tngri　tngrisi　burxan－

s2：2，t　umSa　i’n6a　tip　6tilnti　：　antar

s2、25きrs註γゆ＿？＿1！lo漁g舞n　m且bo

s2：26　lscbrgali　arklig　4uan＄．i一’im　bodistv

s2，2T　i｛｝2bo　a．lp　lokadatu　atlr　y・irtincXiida

s2，2s　natag　yangl’n　yorlyu　tdigir　dirki　：

【比較】第1訳

iOgiol　arngalci　nang　（86）　yoqsuz　boimaz：　iS92

ani　ifeUn　Birg　qamar　yalnguqlar　ie93alqurun

（87）quangi．一’im　pusar　a雛むatarnlS　krg装k；且D9凄

Bi，ro　taql’　yma　（88）　alqln6slz　1〈6gUz　bodisvt

ln～三a　biling憩95　kim　qayU　B］、1まt’inlγ（89）al宅r簸饗

iki　S〈oti　sanl’　gang　6gUz　i6intaki　qum　sanl’n6a

bod2svtiarB　E，i2　atl’n　（90）　atayu　tapl’nu　udunu

qata71ansar　611im　kttningattigi　atayu　（91）

taplnu　Bi：i3udunu　agsUtmasar　iegfi　agin　i6g“n

toni’n　tonarusi’n　（92）　t61titin　B2，，i，atOgakin　otin

aminga搬9圭alq．u　tUk翻t護gUrs吾r（93）IG鱒B1二［，t

ol　adgU　qilln6　tirUg　rntt　titir　iO99B2：．｛．s　alqin6siz

k6g“z　bodisvt　（94）　’ieeol　adgtt　qlline　Bi，js

artingU　Uk“g　titir　tngrim　tip　6tgnti：　BL）：46

”Oitngri　（95）　burxan　yana　ln6a　tip　yrllqadl’　：

且互02 a且、玉6　bir6k　taq1　bir　ki§i　bir　t註k　quan蕊一（96）

一B：），，t7’ 奄香@pusar　atin　atayu　iie3　tak　bir　6dttn

taPinu　B｝，i7　uduBu　atayu　ttiginsar　（97）　iie・i　ol

k篤ia（ig雌B2；弼qilin6i　6ngraki　k繕i琶dgif　qllin乙i

bir－Bi，isunln　tttz　（98）　titir　bo　iki　1｛igining

adgU　B2，，ig　ql’1’inel’　bir　tag　tifz　adruqsuz　（99）

titir　iie5　ming　Bi，ig　tUinan　klp　6d　nom｝asar

taq’iBt，，se　alqinmaray：　neT　qttangi一（100）一’irn

pusar　a雛n　ata－B匿＝20－m’i話　uγrlnta　蓋且os　tidgU

qllln617’　asi7’1’　（101）　tususl　antar　B2，si　titir：　iiCg

taqi　yrna　ul，2i　alqinesiz　k6gUzlUg　（102）

bodisvt　tngri　burxanqa　1’nea　tip　Bi／2ifBL，，s2

6tUg　6t“nti：　”ie　tngrim　（103）　’ii：　bo　quangi一

’irn　pusar　iii2na6UkiR　na　alBi：2．3　6avigin　bo

6ambudvip　BL？，　s3　yirsuvcla　（104）　yorlyur．
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【邦訳】

（表）1091衆生は福なしとならず。　1092その故に，衆生は1093ことごとくみなこの菩薩へ帰依し，その名を

称え礼拝しなければならぬ。109’1そしてまた無尽意菩薩よ，IG95かような一一人がある。62億の恒河のなか

にある沙ほど菩薩の名を称え受持すれば，IG96これに等しくも菩薩らに一生において食すべき飲食，着る

べき服飾，寝るべき三三をもって，病気になっているところ薬草をもっても，絶えず供養すれば，leg7汝

の心はいかなるか。1093これ

（裏）　一つのごときなり。llO5百千萬劫の時に飲食し尽くせなかった。11。6無尽意菩薩よ，　llO7この観想せる

カある観世音菩薩の名を称えたる醐福徳業の利益もこのように際限がなく捉えられない底なしなりと

お雷葉があった。11。9無尽意菩薩はまた天の天たる仏陀にそのように申し上げた。そのようにとは，？，

mOわが天よ，1111この観想せる力ある観撲音菩薩は1112この難しい世間という世界にいかように歩み行く

か。

【訳註】

表6：iki　yitmigは漢語「六十二」の正しいトルコ語蓑現である。これに鰐して第1訳のalt頗祖kiは

　　　漢語の字面を直訳したものと解される。

　表裏の間に相当の間隔があるのは，断片の前部が破損欠落のためであろう。他の写本で補えば，次の

ようである。1。98bo　o、2［］（＿）［　］til〈tt9　ttilim　arUr　mU［］o、3［　］yrllqadl：［？］IG99alqln6sIz

k6gUz　bodistv　i’eO　tirtingU　UkUg　o，4　titir：　atl　kOtrUlmig　tngrim　tip　6tUnti　：　iiei　tngri　tngrisi　o，r．

burxan　ytina　1’n6a　tip　yrll’ 曹≠р戟f　：　iiO2bir6k　ytinti　il〈inti　taql’　o，6　bir　kigi　bo　｝〈6rgtili　Erklig　quangi一’im

bodistvn茎蕪g　a櫨n　o：？atasar二B12、1103’2ng　mintin　bir　6d葛n　ky銭註rsar　yma　tap1nsar　o、8aγ乞γ1asar（？）

utunsar：　i’04bo　il〈i　t6r－Bi2，2－IUg　kigining　buyan　adgti　o：g　qlll’n6i’　tUp　tUz　adlrtsl’z　s2：isbir　tag　arllr：

重なる部分の0奪本とB12写本との間にほとんど棺違はない。

裏3：8rti：titir（0：10）．

　この第2訳が第1訳とは別の訳述であることは歴然としている。quangi一’im　pusarとquangFim

bodistv，　bodistvとbQdisvtの対照も明確である。

【漢語原典】

57。1。若有衆生。恭敬11礼拝観世音菩薩♂09幅不慶掲。［e‘32蓬故衆生♂。93皆12応受持観世音菩薩名號。109’1無

尽意♂095若有人13受持六十二億類河沙菩薩名字。IG96復尽形供1．｛養飲食衣服臥具医薬。　1097於汝意云何。

lG98��j子善女人功徳多不。　1。99無尽意雷。　H。0甚多世16尊。　）101佛雷。　llO2回復有人受持観世音菩薩名

號。1711e3乃至一謬寺礼拝供養。11e’lre二人福正等無異。　ilO5於lses千万億劫不可窮尽。　llO6無尽意。　lie7受持観世圭g

音菩薩名號。llG8得始是無量無辺福徳之利。2011D9無尽意菩薩白佛需。　ii　iO　t±尊。玉m観世音菩薩。｝1i2云21何遊

此娑婆世界。川3云何而為衆生説法。1｝1’1方22便之力。　ll15其事云何。　ll｝6佛告無尽意菩薩。　lli7善男23子。
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　　　図1　サンクトペテルブルク資料　Sl（SID2）巻首部分20
　　　　　　　行［財団法人東洋文庫所蔵（許可番号19－62）］

漢語原典および他のトルコ語写本と比較するとき，5行分の破損欠落があると推定される。

したがってこの写本の総行数は229行と断定する［1J、田1991：3－5］
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　図2　サンクトペテルブルク資料S2（SI　Kr．　II　11／1recto，　verso）

　　　　　［財団法人東洋文庫所蔵（許可番号19－62）］

表面末行と裏面初行の間にかなり間隔があるので，8行前後の破損欠落があると推定される。
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